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●　我が国のＧＤＰ成長率、雇用者数伸び率の動向●　我が国のＧＤＰ成長率、雇用者数伸び率の動向●　我が国のＧＤＰ成長率、雇用者数伸び率の動向●　我が国のＧＤＰ成長率、雇用者数伸び率の動向

　　　　実質ＧＤＰ成長率の推移を見ると、成長率は長期的に縮小傾向で推移しているが、実質ＧＤＰ成長率の推移を見ると、成長率は長期的に縮小傾向で推移しているが、実質ＧＤＰ成長率の推移を見ると、成長率は長期的に縮小傾向で推移しているが、実質ＧＤＰ成長率の推移を見ると、成長率は長期的に縮小傾向で推移しているが、
　　　２００３年は減少から増加に転じた。　　　２００３年は減少から増加に転じた。　　　２００３年は減少から増加に転じた。　　　２００３年は減少から増加に転じた。
　　　　一方、雇用者数の伸び率をみると、２００３年はわずかに増加に転じた。　　　　一方、雇用者数の伸び率をみると、２００３年はわずかに増加に転じた。　　　　一方、雇用者数の伸び率をみると、２００３年はわずかに増加に転じた。　　　　一方、雇用者数の伸び率をみると、２００３年はわずかに増加に転じた。
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出典：内閣府　国民経済計算、総務省統計局　労働力調査



　　入職率及び離職率を産業別にみると、入職率・離職率ともに卸売・小売業、飲食店が最も高く、次いで入職率及び離職率を産業別にみると、入職率・離職率ともに卸売・小売業、飲食店が最も高く、次いで入職率及び離職率を産業別にみると、入職率・離職率ともに卸売・小売業、飲食店が最も高く、次いで入職率及び離職率を産業別にみると、入職率・離職率ともに卸売・小売業、飲食店が最も高く、次いで

サービス業、建設業、製造業となっているサービス業、建設業、製造業となっているサービス業、建設業、製造業となっているサービス業、建設業、製造業となっている。また、。また、。また、。また、1993年以降、離職率が入職率を上回っている。年以降、離職率が入職率を上回っている。年以降、離職率が入職率を上回っている。年以降、離職率が入職率を上回っている。

特に製造業、卸売・小売業、飲食店でその傾向が顕著である。　　　特に製造業、卸売・小売業、飲食店でその傾向が顕著である。　　　特に製造業、卸売・小売業、飲食店でその傾向が顕著である。　　　特に製造業、卸売・小売業、飲食店でその傾向が顕著である。　　　

●　産業別入職、離職、転職の動向●　産業別入職、離職、転職の動向●　産業別入職、離職、転職の動向●　産業別入職、離職、転職の動向
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